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　沢のせせらぎ、葉のざわめきが心地
よく響く山あいの集落に、周辺の民家
とは趣の異なる建物が 1 軒。橋野浩
行さんが活動の拠点を置くアトリエ兼
住居です。元々は小学校があり、地域
の思い出がいくつも詰まった場所。そ
んな場所に 20 数年前、橋野さんは「自
分が生まれ育った土地ですから。理由
はただそれだけです」と、家族ととも
に帰郷し、腰を据えました。
　職業は、アーティスト。発明家とい
う表現の方が正しいかもしれません。
暮らしに寄り添う道具のリメイクを通
して、大量生産、大量消費の時代に埋
もれてしまっていた " 人とモノとの望
ましい関係性 " を見つめ直す機運づく
りに力を注いでいます。
　代表作は「ひねり髪すき」。従来品
とは一線を画す曲線を強調した立体的
な形状が特徴の櫛（くし）は、2013
年にグッドデザイン賞、2016 年に
OMOTENASHI Selection（おもてな
しセレクション）で金賞を受賞。現代
のクラフト品を展示するニューヨーク
の MAD（ミュージアム・オブ・アーツ・
アンド・デザイン）の学芸員たちから

は、「およそ 7000 年前から日本で作
られてきた櫛の歴史を変えた」と惜し
みない賛辞が贈られました。

　「この作品は、妻が櫛を使う姿を見
ていて着想を得たんです。頭皮に
フィットしていないな ···、平らな場
所に置くと手に取りにくそうだ ···、プ
ラスチック製のものは静電気が発生
するし耐久性も低そう ···。そんな風
に何気ない日常の一コマから気付き
を得て、解決する形をイメージしてい
くのが私のスタイルです」
　素材も時間をかけて慎重に見極め
ました。試行錯誤の末に、たどり着い
た素材は斧折樺（オノオレカンバ）。 
その名の通り斧が折れるほど硬いこ
とで知られるこの木は、東北地方の過
酷な環境下に生育するため年に 0.2
ミリメートルしか太くならず、めった

に市場に出回らないとても価値のあ
る材料です。
　「この木でしか出せない滑らかさ、
質感、美しさがあります。そして、こ
んな特殊な木がある東北の豊かさを
広く伝えたいという思いも募り、入手
も加工も非常に難しいのですが、こだ
わりを持って使用しています」

　作品がメディアで取り上げられる
たび、じわじわと増えていく注文。そ
うした状況に橋野さんは、時代の追い
風を感じています。

　「プラスチックの時代から、自然素
材の時代に戻ってきている実感があ
ります。ものへの愛着や、捨てない
生活を意識する人々が増えているよ
うに思います。この流れを加速して
いく一端を担うためにも、手にする喜
びを与えられるものづくりを続けて

捨てない暮らしに戻りませんか？
「これからが

良いんだ」を

共有しません
か？

ひねり髪すき
手になじみ、頭皮にフィットする滑らかな曲線を持っ

た道具の機能美は、国内外の専門家からも高い評

価を得ています。鹿角市のアートフォルム有限会社

が世に送り出した「ひねり髪すき」。それは、成長を

急ぎ過ぎた時代が過去に置いてきた、大切な物事

を思い起こさせてくれる作品でした。
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7000年の歴史を変えた

アイデアは身近なところに

捨てない暮らしに戻りませんか？
「これからが

良いんだ」を

共有しません
か？

アートフォルム有限会社

取締役 橋野浩行氏
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これからが良いんだ



いかなければと思っています」
　嫌いな言葉は、「昔は良かった」。
新しい時代を生きる人々と「これか
らが良いんだ」と思えることを創造
し、共有していこうというのが橋野
さんの生き方、そして仕事に対する
スタンスです。
　価値ある地域資源を一ひねりして、
心の奥底に訴えかける造形を追求。
　「これからが良いんだ」と思えるモノ・
コトを続々発信してくれそうなアート
フォルムに、ぜひご注目ください。
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ひねり髪すきと並ぶロングセラー
商品。弓なりに伸びる美しい造
形の靴べらと、愛らしいフォルム
の靴型スタンドのセット

立体的な曲線の造形と、
一本一本削り出した櫛の
歯。高度な職人技と根気
がなければなし得ない一品
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橋野さんの木材加工技術の高さには、世界
中のメーカー、エージェントが注目

作品はどれも驚くほど手になじみ、触れる喜び
を与えてくれる

近年は素材の性質を変える技術にも挑戦。
写真は柔らかい秋田杉の強度を上げること
で誕生した「PEN杉」

実用性とインテリア性を兼ね備えた新感覚
のほうき、「樹が付いたブラシ」
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いきいき健康
　　　　長寿戦略

県では現在、県政の新たな運営指針「第3期ふるさと秋田元気創造プラン」（平成３０〜３３年度）を策定しておりますが、
このたび骨子案を取りまとめましたので、その概要をお知らせします。本県の最重要課題である人口減少の克服と秋田の
元気創造を目指し、次の６つの重点戦略を推進します。なお、骨子案は、県公式ウェブサイト「美の国あきたネット」で公開
しています。

」「

6つの重点戦略

※各戦略名は仮称です。
　策定に当たっては、県民の皆さまからのご意見を参考にしながら進めてまいります。

〜12月からパブリックコメント（県民意見の募集）実施予定〜

お問い合わせ先　総合政策課　☎018(860)1217　　seisaku@pref.akita.lg.jp

● 社会減抑制に向けた雇用の場の創出、人材の育成
● 若者の定着・回帰や移住促進など、秋田への人の流れづくり
● 結婚、出産、子育ての希望をかなえる全国トップレベルの
　サポート 
● 人口減少下でも、安心して暮らすことができる地域社会づくり

● 航空機産業など成長分野の競争力強化、地域経済を 
　　リードする中核企業の育成
● 東アジアなどの成長市場の取り込みと投資の促進に
　よる県内経済の拡大
● 若者や女性の働く場の拡大や産業人材の育成

● 秋田の農林水産業をリードする多様な人材の育成
● 「しいたけ日本一」達成を目指すなど、米依存からの 
　脱却に向けた取り組みの加速化
● 実需と結びついた、戦略的な秋田米の生産販売

● 健康づくり県民運動の展開による「健康寿命日本一」     
　への挑戦
● 高齢者特有の疾患の研究など、ニーズに対応した医
　療提供体制の整備
● 高齢者や障害者など、誰もが安全・安心に暮らせる
　地域共生社会の構築

● 秋田ならではの魅力が際立つ「選ばれる」観光地づくり  
　など総合的な誘客力の強化
● 秋田の食のブランディングや販路拡大と、食がリードする
　誘客の推進
● 東京オリンピック・パラリンピックを契機としたスポーツに 
　よる交流の拡大と、本県文化の発信

● 自らの未来を切り拓き、秋田を支える気概に満ちた
　人材の育成
● 子ども一人ひとりに応じた教育の充実と確かな学力の 
　定着
● 地域社会と産業の活性化に貢献する大学などの振興

稼ぐ農林水産業
　　　　創造戦略

人・もの交流
　　　　拡大戦略

ふるさと定着
　　　　回帰戦略

成長産業振興戦略

地域を支える人材   
　　　　 育成戦略

元気な秋田の実現を目指して策定中!
第3期ふるさと秋田元気創造プラン 骨子案



台湾の航空会社への訪問（8月）

お問い合わせ先 　県観光振興課  ☎ 018（860）2265

　観光振興の重要なテーマとなっているインバウンド（訪日外国人）誘客に向けて、本県も具体的な
取り組みを進めています。8月には佐竹知事が、県内10市町村の首長、民間企業・団体のトップととも
に台湾を訪問。地元航空会社へ熱心に働きかけた結果、この秋、過去最多の台湾チャーター便が運航
される見込みになりました。

台湾発着のチャーター便数が
過去最多に！

インバウンド誘客にはずみ！

※H29の便数は、４月～11月末の見込数

〈 両画像提供：台湾観光局 〉

◆ 台湾チャーター便の推移 ◆
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　外国から訪れた人にとっては、秋田で出会う人・モノ・コトの全てが新しい発見と感動につながっていきます。
一人ひとりに「行って良かった」「また行きたい」と思っ
ていただくため、旅行者をどうか温かく迎え入れてく
ださい。
　県では今後もチャーター便の運航拡大に向け、航空
会社への働きかけを続けます。今回の増便をきっかけ
に台湾に興味を持っていただけたら幸いです。

交流人口の拡大に向けて

　全国の訪日外国人旅行者が増加（H28：2,403万９千人）の
一途をたどる中、東北に宿泊する外国人の割合は、全体の１％
にとどまっています。
　県では交流人口の拡大により、県内経済の活性化を図るた
め、台湾や韓国、中国など日本への旅行者が多い地域を対象に
大規模プロモーションを実施し、インバウンド誘客を積極的に
進めています。

県民の皆さんへ

　エバー航空、中華航空に加え、新たに遠東航空でも台湾と秋
田を結ぶチャーター便の運航が決定。この秋には79便のチャー
ター便が、台湾と秋田を結びます。

えんとう

台湾がもっと身近に！

九份
きゅうふん 台北101 （世界貿易センター）
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新米に乗った具材は、（左列上から）塩鮭+ミズ（ウワバミソウ）の実、いぶりがっこ+
いぶりにんじん、秋田牛+山椒、梅漬け+アカジソ+チョロギ、（右列上から）比内地鶏
+セリの葉先、秋田県産ポーク+枝豆+シイタケ、男鹿の塩+フキみそ、ハタハタ+シ
ソ、西明寺栗。県産食材をふんだんに使った「秋田の実りおにぎり」です。
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今

未
み
来
らい

のタネ、み～っけ！

進
すす

めロボット、

夢
ゆめ

を乗
の

せて！

回
かいしゅざい

取材に 訪
おとず

れたの

は、にかほ市
し

で開
かいさい

催

されたWRO秋
あき

田
た

県
けん

中
ちゅうおうち

央地

区
く

大
たいかい

会の小
しょうがくせいぶもん

学生部門。この

大
たいかい

会には、27 チーム 81 名
めい

が出
しゅつじょう

場し、全
ぜんこくたいかい

国大会に進
すす

め

る1枚
まい

の切
きっぷ

符を争
あらそ

いました。 

狭
せま

き門
もん

をくぐり抜
ぬ

けるた

めには知
ち

恵
え

と技
ぎじゅつ

術だけ

でなく、独
どくそうせい

創性や時
とき

には

運
うん

も必
ひつ

要
よう

になります。 

今
ことし

年の世
せ

界
かい

大
たいかい

会の舞
ぶ

台
たい

はコスタリカ。全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

で入
にゅうしょう

賞を果
は

たしたチー

ムが、日
に

本
ほんだいひょう

代表として

出
しゅつじょう

場します。あなたも

世
せかいじゅう

界中の 小
しょう

· 中
ちゅう

· 高
こうこうせい

校生と

戦
たたか

ってみませんか。

WRO（ワールド・ロボット・オリンピアード）

世
せ

界
かいじゅう

中の小
しょう

·中
ちゅう

·高
こうこうせい

校生が、プログラミングでロボットを自
じ

動
どう

制
せいぎょ

御する技
ぎじゅつ

術を競
きそ

い合
あ

う大
たいかい

会。科
か

学
がく

技
ぎじゅつ

術を身
み

近
ぢか

に体
たい

験
けん

で

きる場
ば

として注
ちゅうもく

目を集
あつ

めています。
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せ
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大会は今
こ

年
とし

の11月
がつ

に開
かいさい

催
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く
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ゆうしょう

勝を飾
かざ

ったのは、上
かみはましょうがっこう

浜小学校（にかほ

市
し

）。9月
がつ

の全
ぜんこくたいかい

国大会では惜
お

しくも入
にゅうしょう

賞を逃
のが

しましたが、チームは全
ぜんりょく

力で戦
たたか

い抜
ぬ

きました。

そのチャレンジが

世
せ

界
かい

のトビラを開
ひら

いていく

こん


